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2022（令和 4）年度の事業報告書 
2022（令和 4）年 4 月 1 日～2023（令和 5）年 3 月 31 日 

 

ＮＰＯ法人育ちあいサポートブーケ 

 

１ 活動の成果と課題 

（１） アフターコロナへつなぐステップとして―子育ての日常を取り戻す 

相変わらずコロナ禍にあって「予定どおり」が難しい中ではありましたが、経験値

を積み、感染対策にも慣れてきたコロナ禍 3 年目。アフターコロナを見据え「子育て

支援の機会が当たり前にそこにある日常を取り戻すこと」を目指した一年でした。コ

ロナ仕様ながら諸々の事業を通常ベースにのせ、感染拡大防止を前提の上で、まずは

定期的な開催を淡々と優先させました。コロナ禍の長期化ですっかり縮こまってしま

った人や社会はもちろん、私達の現場にとってもこのような舵きりはハードルの高い

一面もありました。そんな中で、各事業とも一から組み立てなおし徐々に参加者も増

えて活動全体の活性化を成果として残せたのではないかと思っています。コロナ禍以

前においては当たり前に行っていたことではありますが、その当たり前を取り戻すと

いうことにやっと取りかかれた一年であり、ようやく見通しをもち手応えを感じなが

ら活動できたと感じられました。アフターコロナに向けての助走として、次のステッ

プにつながるあしがかりを作れたのではないかと思っています。 

 

＊アステ市民プラザ子育て支援ルーム事業 

川西市からの受託２期目がスタートした「アステ市民プラザ子育て支援ルーム」で

は、まず拠点利用の促進が課題でした。ここ数年の行動制限によって「子育て支援拠

点」のような場所が機能しなくなっていたことの子育てにおける弊害は大きく、親子

の居場所としての拠点等が果たす機能の重要性、その存在意義もあらためて見直され

る契機ともなりました。私達は、感染予防対策と並行し、本来、人が集まることによ

って拠点が果たしてきた支援機能を取り戻すため、コロナ禍を経て拠点から親子の足

が遠のいている状態を少しでも解消できるよう、環境整備や SNS の活用などを通し

て、あらためて拠点の周知を図り、利用促進

に努めました。 

また、ターゲット支援としての「パパひろ

ば」他、講座事業も本格始動させました。い

ずれの事業も、試行錯誤を重ねる中でしっか

りと運営を軌道にのせ、毎回多くの参加者を

集めるようになりました。少人数ながら、地

アステ市民プラザ子育て支援ルーム 
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域のボランティアさんの協力の受け入れも始め、

年間延べ 30 人ほどの方々に関わっていただくこ

とができました。支援ルームから自宅に帰った後

も、顔見知りがいる地域の中で子育てができるよ

うに、「地域につながる拠点づくり」は、アフタ

ーコロナにおいて重点的に取り組んでいきたい課

題です。 

「支援の質の向上」については、内部研修での

研鑽の他、新たに５名のスタッフが「子育て支援

員」資格を取得し専門性を高めました。慎重を要

する緊急的なケースへの対応が必要となったこともありましたが、Zoom での臨時ミー

ティングを通して、即時に全スタッフでの情報共有・対応協議を行い、市各所とも連

携の上、早急に支援体制を整えることができました。 

子育て支援ルーム事業については、受託初年度よりほぼコロナ禍期間と重なってお

り、常に非常事態、その場その時を安全に凌ぐことを第一優先に多くの時間を費やし

てきたように思います。その中でも、ようやくアフターコロナを見据えた動きを一歩

一歩ながら取りかかることのできた一年でした。拠点の取組みにもようやく活性化の

兆しがみえてきています。今後、何に重点をおいていくべきなのか、課題意識をもち

当拠点の支援の場としての意義をより深めていくことに引き続き努めていきたいと思

います。 

 

＊法人自主事業 

法人自主事業については、この数年ほぼ休止状

態であった「まちの子育てひろばよちよちブー

ケ」の定期開催を軌道に乗せ、ほっこりと穏やか

な空気感の中、イベントも開催するなど活気を取

り戻しつつあるところです。 

また、川西児童館との協働事業である「親子で

遊ぼうデー」では、引き続きコロナ感染拡大防止対

策にかかる申込制限がある中での開催が続きました

が、新規の参加者をコンスタントに迎えることでき

たことは何よりでした。ボランティアスタッフさん

のご協力の下、引き続き温かみのある場をつくるこ

とができています。次年度から定員数、申込制限の

緩和が決定しており、当事業も活性化されることを

期待しています。 

よちよちブーケ 

親子で遊ぼうデー 

パパひろば 
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また、支援につながりにくい産前産後の方を対

象に、地域の子育て支援への接点を趣旨とし、新

規事業の「ハローベビーコンサート」を開催しま

した。この事業においては、市内子育て支援機関

で子育て支援業務に携わる有志のメンバーを募っ

た「Team Hello Baby」での運営を試み、子育て支

援者個人を通して、非公式ながら市内子育て支援

機関ネットワークづくりの一端となることを図り

ました。外出しづらい産前産後の方々が外出する

ひとつのきっかけとなり、子育て支援の資源利用につながることを目指したものです

が、対象になる方への情報提供に苦心する中で、私達の情報提供網の中に今回の対象

者が入りづらいこと、私達が産前産後の方々の視野に入っていくための新たな方策を

検討していく必要があること、など多くの気付きがある取組みとなりました。 

1 年ほどで育休から復帰する保護者が増える中で、地域でどっぷりと子育てする期

間は短く、地域と子育て家庭のつながりは希薄化の傾向にあると思われます。このこ

とで、支援の手が届きにくい現状はますます深刻化していくと思われます。最も支援

の手がほしい時期に支援の手が届かないということを回避するため、産前産後等、早

期からのアプローチは、今後も重点をおいて取り組んでいきたいと考えています。 

 

（２）組織基盤を強化する取組み 

組織の基盤強化も当年度の重点的な取組みでした。まず、事業運営を支える事務局

での業務を疲弊感なく効率よく回すことは、これまでも課題であったところでした

が、業務の見える化、効率化において少しずつですが試行にとりかかることができま

した。作業フローの整理や方法の改善など、徐々に軌道にのせています。 

また、「ワークショップ」を通して「Credo（クレド・行動指針）」を編み上げる取

組みも行いました。法人の活動に関わる誰もが、法人の理念、価値観の軸にそって自

律的に判断できる力を身につけ、それぞれが個性を発揮しながら柔軟に活動を広げて

いける持続可能で盤石なチーム力醸成の一環としての取組みでした。完成した

「Credo（クレド・行動指針）」の一言一句は、それまでひとりひとりの心の中に息づ

いていた「ブーケらしさ」を掘り出し、共通

の言葉に表したもので、いわば「ブーケイズ

ム」といえるものです。当「Credo」を軸と

して、今後さらに様々な人の関わりを広げ、

取組みや業務においてひとりひとりの個性や

力が存分に発揮されることによって、法人全

体の力をより強固にしていくことを目指して

いきたいと考えています。 
ワークショップの様子 

ハローベビーコンサート 
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【Credo】私たちが活動するときに大切にしていること 

 

1 変化に気づき進化しよう！ 
そこにあり続けるために変化しよう。社会の変化、状況や立ち位置が変わることで正解は

都度変わっていきます。見えていない小さな課題にもアンテナを張り、柔軟に自分たちの

意識も更新していこう。 
 

2 今の精一杯をリスペクトしよう！ 
誰もがよりよく在りたいという想いを持ち、主体的に動く力を持っています。態度や行

動、言葉など目に見えていることだけが全てではありません。心の深いところにある想い

に耳を傾け、敬意をもってありのままを受け入れよう。 

 

3 小さな成長を一緒に喜ぼう！ 
一人じゃないんだ、ここにいていいんだと思える安心感は、自信につながり主体性を育み

ます。小さな変化や成長を一緒に喜び合える関係性を大切にしよう。 

 

4 場をつくる黒子であろう！ 
私たちは子育ての知識を与え導く指導者ではなく、本来もっている力が引き出されるよう

寄り添う伴走者です。親として育っていく時間と場所が居心地よいものであるように。 

認め合える関係の中でつながり、助けあい、安心して試行錯誤しながら育ちあえる場所を

つくろう。 

 

5 チームブーケでいこう！ 
あなたらしく、私らしく輝ける場所。個性を認め合い、それぞれの強みを活かして、みん

なが主体的に動ける柔軟なチームをつくっていこう。「いいね！ありがとう！」を言葉に

して伝え合おう。 
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２ 特定非営利活動に係る事業 

 

（１）地域子育て支援の拠点づくり事業 

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

まちの子育てひろば 

よちよちブーケ 

親子の自由な交流と保護

者のリフレッシュの場と

して子育てひろばを開設 

5/23,6/27,7/25 

8/22,11/28,12/26

1/23,2/27 全 8 回 

10：30～12：00 

アステ市民プラザ 

マルチスペース２ 

就学前の子と

保護者 

延べ 84 人 

よちよちイベント 

英語 de ハロウィン 

AppleKIDS 増岡由紀子さ

んを講師にハロウィンに

因んだ英語の歌やダンス

を実施 

10/24 

就学前の子と

保護者 

延べ 19 人 

よちよちイベント 

HAPPY 

ウクレレコンサート 

ママレレかわにしをゲス

トに子ども向けのウクレ

レナンバー、参加型のコ

ンサートを実施 

3/27 

就学前の子と

保護者 

延べ 33 人 

子育てほっとステーション 

ブーケのおうち 
閉室前に感謝デーとして

無料開放 
5/11,5/12 

子育てほっと 

ステーション 

ブーケのおうち 

就学前の子と

保護者 5 人 

川西市受託事業 

アステ市民プラザ 

子育て支援ルーム 

 

「アステ市民プラザ子育

て支援ルーム」を運営 

親子の居場所づくり、交

流の促進、子育て相談、子

育て情報の収集提供のほ

か下記子育て講座を実施 

4/1～3/31 月～日 

10：00～16：00 

*毎月第 3(金)およ

び 12/29～1/3定休

*9/19 暴風警報発

令のため開放中止

相談のみ 

 

開室 345 日 

相談 287 件 

アステ市民プラザ 

子育て支援ルーム 

就学前の子と

保護者 

延べ 7,915 人 

ベビーママ＆ 

プレママルーム 

産前産後期の方を対象に

した交流会を実施 

5/25,6/22,7/27 

8/24,9/28,10/26 

11/9,12/14,1/25 

2/8,3/22  全 11回 

10:30～11:30 

アステ市民プラザ 

マルチスペース２ 

生後 8 か月ま

での赤ちゃん

と母親 

延べ 139 人 

パパひろば 

男性保護者と就学前の子

を対象に子育てひろばを

実施 

6/12,7/10,8/14 

9/11,10/9,11/27 

12/11,1/8,2/12 

3/12 全 10 回 

10:30～12:00 

就学前の子と

男性保護者 

延べ 194 人 

親子すくすくセミナー 

第 1 回 9/14 10:00～11：30  

｢そうだったのか！目からウロコの離乳食｣ 

第 2 回 12/10 10:10～11：30 

「もうすぐパパママ パパになっていくとき

にいま知っておきたいこと」 

乳児親子 

妊婦と夫 

延べ 33 人 

子育て支援拠点連絡会 7/8,2/3,3/24 総合センター 
市内拠点担当

者 

子育て支援拠点 

三者ミーティング 

5/10,6/14,7/12 

8/9,9/13,10/11 

11/8,12/14,1/17 

2/14,3/15 

キセラ川西 

ＴＵＮＡＧＡＲＩ 

アステ 

子ども支援課

所管拠点担当

者 
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（２）親と子の育ちあいを支援する事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

川西児童館協働事業 

親子で遊ぼうデー 

広い体育室を活かし体育遊具

等を使って幼児がのびのびと

遊べる場を提供 

4/7,4/28,5/10 

5/26,6/9,6/23 

7/7,7/28,8/6 

8/25,9/8,9/22 

10/6,10/27,11/24

12/8,12/17,1/12 

1/26,2/9,2/22 

3/9,3/23  全 23回 

10：00～11：30 

総合センター 

体育室 

幼児親子 

延べ 440 人 

講師派遣 

川西公民館主催 

｢ぐるんぱランド」 

前期

6/1,6/15,6/29 

7/6,7/13  

後期 

2/1,2/8,2/22,3/1 

3/8  2 期全 10 回 

川西公民館 

集会室 

幼児親子 

39 人 

多田公民館主催 

｢わんぱくひろば」 

5/20,6/3,6/17 

7/1,7/15,9/2 

9/16,10/7  全 8回 

多田公民館 
幼児親子 

16 人 

子どもの体験格差を

埋める取り組み 

NPO法人チャリティサンタ主催 

｢ブックサンタ」事業への参画 

寄付で寄せられた絵本をクリ

スマスプレゼントとしてひと

り親家庭へ届けた 

12/11 

13:00～14：00 
パレットかわにし 

川西共励会

6 家庭 

 

（３）親の学びを支援する事業 

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

（再掲）アステ市民プラザ子育て支援ルーム事業「親子すくすくセミナー」 

 

（４）子育てに関する情報を提供する事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

ブーケ通信 ブーケ通信第 10 号 9/1 ― 発行 300 部 

ハローベビー 

プロジェクト 

バイオリニスト茅野瑞季さ

ん、ピアニスト濱口真理子さ

んをゲストに産前産後の家族

を対象に「ハローベビーコン

サート」を開催 

併行して子育て支援情報ブー

スを設置し、早期に支援の窓

口とのつながりをもてるよう

支援 

10/16 アステホール 

参加者 

29 人 

 

チームハロ

ーベビー 

8 人 

 

その他 8 人 

川西市教育委員会主催

かわにし子育て

フェスティバル

参画 

中央図書館との協働ブースに

てリサイクル図書の配布や絵

本の読み聞かせなどを行う中

で、当法人の支援情報を提供 

11/13 アステホール  
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（５）子育て支援を担うボランティア及び専門性を持つ人材の育成事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

講師派遣 

コープこうべ第 1 地区本部主催 

子育て支援ボランティア養成講

座(宝塚・第 3 回) 

｢子どもの理解」 

5/24 

10:45～11:45 
コープめふ 

コープこう

べ組合員他 

9 人 

コープこうべ第 1 地区本部主催 

子育て支援ボランティア養成講

座(塚口・第 2 回) 

｢子育て支援活動の楽しみ方

関わり方のポイントやコツ」 

6/28 

10:45～11:45 
コープ塚口 

コープこう

べ組合員他 

8 人 

川西市教育委員会主催 

子育て支援部会研修会 

｢川西市における子育ての現

状と子育て支援の方法につい

て」 

7/19 

15:00～17:00 

川西市役所 

B02 会議室 

川西市 

子育て支援

部会 20 人 

甲南女子大学主催 

地域の支援者・学生のための子育

て支援研修講座（第 4 回） 

｢コロナ禍における親の孤育

ち実態および子育て支援に対

するニーズの変化―2021 年度

ドコモ市民活動団体助成事

業・調査報告に基づいて―」 

9/17 

13:30～15:45 
Zoom 

兵庫県下子

育て支援者

研究者等 

36 人 

川西市市民活動センター／ソー

シャルビジネス支援ネットワー

クかわにし主催 

『「地域・社会にいいこと」を

事業化するために』 

10/31 

14:00～17:00 
パレットかわにし 一般 20 人 

NPO 法人モバイル・コミュニケー

ション・ファンド主催 

第 3 回児童虐待・子どもへの暴力

防止フォーラム 

｢子どもへの虐待を予防する

仕組みづくりをどう進める

か」 

11/23 

14:00～17:10 
Zoom 

全国 

150 人 

スタッフ研修 

｢子育てする人の支えになる

場をつくっていくために」 

講師：代表理事 藏原 

7/15 

9:30～11：00 

アステ市民プラザ 

ギャラリー 

スタッフ 

6 人 

「行動指針作成ワークショッ

プ」 

講師：認定ＮＰＯ法人シミン

ズシーズ 小笹雄一郎さん 

①  1/20 

13:15～16:15 

②  2/13 

13:00～16：00 

アステ市民プラザ 

①  子育て支

援ルーム 

②  ルーム 2 

スタッフ 

延べ 18 人 

外部研修への参加 兵庫県子育て支援員研修（8/1,2,9/1,2）スタッフ 5 人 
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（６）子育て支援活動のネットワークを図る事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

ひょうご子育て

コミュニティ 

総会・懇談会 
7/21 

14:00～16:30 
ひょうごボランタ

リープラザ 

(オンラインハイブ

リッド) 

兵庫県下 

登録団体 

役員会・幹事会 

5/19,8/18,9/15 

10/13,11/15 

12/15,1/19,2/16 

3/16  

14:00～17：00 

幹事団体 

子育て支援メッセ in 淡路島 
2/26 

11:00～15:00 
淡路市アルクレオ 

兵庫県下 

乳幼児親子 

Team Hello Baby 

ハローベビーコンサート実行

チームとして市内で子育て支

援に携わるメンバー等との連

携を通して外部機関とのネッ

トワークづくりを図った 

7/9,8/22,9/1 

9/30,10/15,11/6 
Zoom 10 人 

(再掲)子育て支援拠点連絡会への参画 

(再掲)かわにし子育てフェスティバルへの参画 

 

（７）児童虐待防止のための事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

オレンジリボン

運動啓発 

かわにし子育てフェスティバ

ルほか、川西能勢口デッキに

てオレンジリボン啓発グッズ

（マスク）の配布を行った 

11/13,11/25 

11/29 

アステホール 

川西能勢口デッキ 

マ ス ク 配 布

500 枚 

(再掲)ハローベビープロジェクト 

 

（８）地域交流のための事業  

事業名 内容 実施日時 実施場所 参加者 

当年度該当なし 
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３ 事業実施体制 

（１）会議に関する事項 

      ①通常総会  

      2022 年 5 月 21 日（土）10：30～11：10  ブーケのおうち 

     議 題: 第 1 号議案 2021 年度事業報告に関する事項 

              第 2 号議案 2021 年度会計報告に関する事項 

              第 3 号議案 役員報酬に関する事項 

        報告議案  2022 年度事業計画・予算に関する事項 

出席者：28 名 1 法人（うち本人出席 6 名・表決委任者 23 名） 

➁理事会 

       第 1 回 2022 年 5 月 6 日(金)書面審議 

議題：2022 年度総会提出議案について  出席者：理事４人  

       第 2 回 2023 年 3 月 30 日（木）17:00～17:50 アステ市民プラザギャラリー 

      議題：次年度計画・予算に関する事項 出席者：理事 3 人・監事 1 人 

➂監査 2023 年 4 月 27 日（木）出席者：藪野監事・藏原代表理事・事務局小川 

 

 （２）事務局体制 

      ①メンバー 

事務局長 下村亜矢子  

事務局スタッフ 柏村千尋・小川美穂（会計）・藏原亜紀 

➁事務局ミーティング 年 15 回実施 

 

（３）会 員（2023 年 3 月 31 日現在） 

69 人 2 法人（正会員 31 人 1 法人・賛助会員 24 人 1 法人・ボランティア会員 14 人） 

 

（４）助成金等 

(公財)SOMPO 福祉財団 NPO 基盤強化資金事業助成金（700,000 円） 

川西市 新型コロナウイルス対策補助金（195,000 円） 

川西市 地域子育て支援拠点事業者物価高騰対策支援交付金（34,000 円）      

   川西市社会福祉協議会 共同募金分配金（32,000 円） 

      AEON 幸せのイエローレシートキャンペーン（17,000 円） 

 

（５）その他    

＊法人関連記事等 

   神戸新聞「コロナ禍孤立する都会の親」（5 月 29 日） 

   神戸新聞「コロナ禍の子育て 孤立の悩み顕著」（7 月 13 日） 

   J:COM「ハローベビーコンサート他」（10 月 20 日） 

産経新聞「新しい社会へ変化兆し（コメント）」（1 月 4 日） 

   広報かわにし milife「社会から孤立しない拠点をつくる」（3 月号） 

     社協かわにし「ファミリーサポートって？（コメント）」（196 号） 

＊受嘱委員等 

川西市こども若者未来会議委員／参画と協働のまちづくり推進会議委員 

社会福祉法人川西市社会福祉協議会理事／川西市まちづくり公社理事 

ひょうご子育てコミュニティ幹事役員／神戸新聞社すきっぷ運営委員 

 


